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7
年

月号

優しさや思
いやり育む

「人権の花
」

　6 月 8 日〜12 日、町内各小学校で

人権の花運動の花植えが行われまし

た。この運動で植えられた花は、児

童たちの手により毎年優しく育てら

れ、各学校を彩ります。（写真は安

庭小学校、関連記事 14 ページ）



2広報しずくいし●2015年 7月10日●第781号

平
成
₂₇
年
度
雫
石
町
消
防
操
法
等
競
技
会

　
平
成
27
年
度
雫
石
町
消
防
操
法
等
競
技
会
が
６
月

14
日
、
町
役
場
駐
車
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
競
技
会
に
は
、
ポ
ン
プ
車
の
部
に
18
隊
、
小
型
ポ

ン
プ
の
部
お
よ
び
規
律
訓
練
の
部
に
各
４
隊
が
出

場
。
消
防
団
員
は
、
消
防
操
法
競
技
に
求
め
ら
れ
る

「
安
全
・
確
実
・
迅
速
」
を
追
求
し
、
昼
夜
を
問
わ

ず
訓
練
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
競
技
会
当
日
、〝
町

防
災
の
要
〞
た
ち
は
、
磨
い
て
き
た
そ
の
技
量
を
遺

憾
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

　
本
号
で
は
、
競
技
会
で
奮
闘
す
る
消
防
団
員
の
勇

姿
を
写
真
で
紹
介
し
ま
す
。

〝
町
防
災
の
要
〞が

磨
い
た
技
量
を
競
い
合
う
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　消防操法競技は、消火活動に必要な基本的な
動作や技術を〝より早く〟〝より正確〟に行い、
火点を想定した標的を倒すまでのタイム、チー
ム全体の規律や節度、士気、一人一人の行動の
正確さなどを審査して合計得点を競う競技です。
　競技は、「ポンプ車の部」（1チーム 5人）と「小
型ポンプの部」（同 ₄人）があり、どちらの部門
も指揮者の高らかな号令とともに始まり、各番
員が協力して、長さ 20 メートルのホースを 3本
延長（ポンプ車の部は二線
延長、小型ポンプの部は一
線延長）し、後方にある防
火水槽から給水した水を勢
いよく送水し、前方約 ₆0
メートル先にある標的（火
点）を倒します。

ポンプ車の部
優　勝 第 1 分団第 1部
第 2位 第 2 分団第 3部
第 3位 第 5 分団第 4部

競技結果

ポンプ車の部は第1分団第1部が初優勝

 消防操法？
どんなことを競うの？ 

小型ポンプの部
優　勝 第 1 分団
第 2位 第 2 分団
第 3位 第 5 分団

規律訓練の部
優　勝 第 3 分団
第 2位 第 2 分団
第 3位 第 1 分団

総合の部
優　勝 第 2 分団
第 2位 第 1 分団
第 3位 第 5 分団

　町消防団では、消防団員として一緒に活動する仲間を随時募集しています。心身
ともに健康で、町内在住または町内に勤務をしており、18 歳以上の人であれば入
団できます。詳しくは町役場防災課（☎ 692-6490）までお問い合わせください。

地域防災力向上にあなたの力を！　新入団員を随時募集中
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◉
櫻
田
久
耕
副
町
長
が
退
任

　

６
月
５
日
、
櫻
田
久き

ゅ
う
こ
う耕
氏
（
61
歳
・

葛
根
田
）
が
、
任
期
満
了
に
よ
り
副
町

長
を
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
櫻
田
氏
は
、

平
成
23
年
６
月
６
日
に
副
町
長
に
就

任
。
以
後
４
年
間
に
わ
た
り
、
町
行
政

の
陣
頭
指
揮
を
執
り
ま
し
た
。

◉
新
副
町
長
に
米
澤
誠
氏
が
就
任　

　

６
月
12
日
、町
議
会
の
同
意
を
得
て
、

新
副
町
長
に
米
澤
誠ま

こ
と

氏
（
59
歳
・
赤

滝
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
６

月
13
日
か
ら
平
成
31
年
６
月
12
日
ま
で

の
４
年
間
で
す
。 櫻

田
久
耕
副
町
長
が
退
任

新
副
町
長
に
米
澤
誠
氏
が
就
任

人
事

　

米
澤
氏
は
、
岩
手
県
立
盛
岡
短
期
大

学
卒
。
昭
和
53
年
に
町
役
場
入
り
。
産

業
振
興
課
観
光
推
進
室
長
な
ど
を
経

て
、
平
成
22
年
か
ら
福
祉
課
長
。
雫
石

町
出
身
。

米澤�誠�副町長

　平成 27 年 10 月から日本国内の全住民に通知される、
一人ひとり異なる 12 桁の番号を「マイナンバー」とい
います。マイナンバーは、各機関が管理する個人情報が、
同じ人の情報であることを正確かつスムーズに確認す
るための基盤になります。さらに、国や地方公共団体
で分散管理する情報の連携がスムーズになり、さまざ
まなメリットをもたらします。
◆公平・公正な社会の実現
　マイナンバーの活用により、所得や他の行政サービ
スの受給状況を把握しやすくなります。負担を不当に
免れることや不正な受給の防止に役立ちます。
◆利便性の向上
　年金や福祉などの申請時に、用意しなければならな
い書類が減ります。これにより、行政手続きも簡素化
され、負担が軽減されます。行政機関にある自分の情
報を確認したり、さまざまな行政サービスのお知らせ
を受け取ることがスムーズにできるようになります。
◆行政の効率化
　行政事務が効率化され、行政ニーズに対し、これま
で以上に対応できるようになります。被災者台帳の作
成などにマイナンバーを活用することで、迅速な行政
支援が期待できます。

【マイナンバー制度実施の流れ】
▪平成 27 年 10 月以降　住民票の住所に通知
　住民票を有する人へ12桁のマイナンバー（個人番号）
が通知されます。
※�現在お住まいの場所と住民票の住所が異なる場合に
は、受け取りができない可能性があります。
▪平成 2₈ 年 1 月　マイナンバーの利用開始
　社会保障の手続きや、税の手続きでマイナンバーの
利用が開始されます。申請者への個人番号カードの交
付も始まります。

【問い合わせ先】国では、マイナンバーコールセンター
を開設し、制度全般に関する問い合わせを受け付けて
います。
マイナンバーコールセンター　☎
0570︲20︲0178（外国語は☎ 0570︲20︲
0291）　開設時間▶平日 9 時 30 分〜
17 時 30 分　（土日祝日を除きます）
※内閣官房ホームページ（http://
www.cas.go. jp/ jp/seisaku/
bangoseido/）でもご覧いただけ
ます。

社会保障・税番号制度（マイナンバー制度）が始まります

マイナンバーキャラクター
マイナちゃん

雫石町議会議員選挙雫石町議会議員選挙 
投票日は7月12日

　７ 月 12 日は任期満了に伴う雫石町議会
議員選挙の投票日です。入場券に記載さ
れている投票所をご確認のうえ、棄権せ
ずに投票しましょう。

※詳しくは、本紙 6 月号をご覧ください
【問い合わせ先】雫石町選挙管理委員会
事務局（町役場総務課内☎ 692-64７4）

■�投 票 日 � 7 月 12 日（日）
■�投票時間� 7 時～20 時
■�投票場所� 町内 12 投票所
　　　　　　　（入場券に記載）
■�開　　票� 中央公民館　
　　　　　　��21 時 10 分～



5 広報しずくいし●2015年 7月10日●第781号

●町役場への問い合わせ…☎ 692−2111　FAX 692−1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

①
申
込
用
紙
の
交
付

　

申
込
用
紙
は
町
役
場
総
務
課
で
交
付

し
ま
す
。
申
込
用
紙
を
郵
便
で
請
求
す

る
場
合
は
、
封
筒
の
表
に
「
職
員
採
用

試
験
受
験
申
込
書
請
求
」と
朱
書
き
し
、

1
2
0
円
切
手
を
貼
り
、
宛
先
を
記
入

し
た
Ａ
４
サ
イ
ズ
の
用
紙
が
入
る
返
信

用
封
筒
を
同
封
の
上
、
同
課
（
〒
０
２

０
・
０
５
９
５　

住
所
記
載
不
要
）
に

請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

②
受
験
の
申
し
込
み

　

町
は
、職
員
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。

こ
の
試
験
は
、
平
成
28
年
度
の
雫
石
町

職
員
採
用
候
補
者
を
決
め
る
た
め
に
行

う
も
の
で
す
。

【
受
付
期
間
】

7
月
9
日
（
木
）
〜
8
月
10
日
（
月
）、

8
時
30
分
〜
17
時
15
分
（
土
曜
・
日

曜
・
祝
日
を
除
く
）

※
郵
送
の
場
合
も
8
月
10
日
ま
で
に
必

着
の
も
の
に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

【
受
験
手
続
き
】

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し

て
、
町
役
場
総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
申
し
込
み
の
際
に
は
写
真
を
2

枚
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。
1
枚
は
申
込

書
の
所
定
の
場
所
に
貼
り
、
も
う
1
枚

は
裏
面
に
氏
名
を
記
入
し
、
申
込
用
紙

に
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
受
験

票
送
付
用
の
82
円
切
手
も
添
付
し
て
く

だ
さ
い
。

③
受
験
票
の
送
付

　

申
込
書
を
審
査
の
上
、
受
験
資
格
が

あ
る
と
認
め
た
受
験
者
に
、
8
月
下
旬

こ
ろ
受
験
票
を
送
付
す
る
予
定
で
す
。

【
試
験
日
・
場
所
・
内
容
】

①
第
1
次
試
験

日
時
▼
9
月
20
日（
日
）、
10
時
〜
16
時

場
所
▼
岩
手
大
学
教
育
学
部
総
合
教
育

研
究
棟
（
盛
岡
市
）

○
教
養
試
験
▼
公
務
員
と
し
て
必
要
な

一
般
知
識
お
よ
び
知
能
を
見
る
多
岐

選
択
式
に
よ
る
筆
記
試
験

○
作
文
試
験
▼
文
章
に
よ
る
表
現
力
、

課
題
に
対
す
る
理
解
力
、
思
考
力
な

ど
を
見
る
記
述
式
に
よ
る
筆
記
試
験

○
専
門
試
験
（
保
育
士
・
保
健
師
）
▼

専
門
的
知
識
お
よ
び
技
術
な
ど
の
能

力
に
つ
い
て
筆
記
試
験

②
第
2
次
試
験

日
に
ち
▼
11
月
上
旬

場
所
▼
雫
石
町
役
場

○
面
接
試
験
▼
集
団
討
論
・
個
人
面
接

試
験

【
合
格
者
の
発
表
】

第
1
次
試
験
▼
10
月
中
旬

第
2
次
試
験
▼
11
月
中
旬

※
各
試
験
と
も
受
験
者
全
員
に
結
果
を

通
知
し
ま
す
。

【
合
格
か
ら
採
用
ま
で
の
流
れ
】

　

最
終
合
格
者
は
採
用
候
補
者
名
簿
に

登
録
さ
れ
ま
す
。
採
用
予
定
日
は
平
成

28
年
4
月
1
日
で
す
。
な
お
、
採
用
候

補
者
名
簿
は
原
則
と
し
て
同
年
4
月
1

日
か
ら
一
年
間
有
効
で
、
必
要
に
応
じ

て
採
用
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
総
務
課
職

員
担
当
（
☎
6
9
2
・
6
4
8
7
）

一緒に住みよい町をつくりましょう！（27 年度採用職員）

◆試験職種および採用予定人員◆

職　種 採用予
定人員 受験資格

一般事務 6〜7人 　昭和63年4月2日〜平成10年
4月1日に生まれた者

保育士 2〜3人

　昭和45年4月2日以後に生ま
れた者で保育士資格を取得し児
童福祉法で定める保育士登録簿
に登録されている者または平成
28年3月末までに登録される者

保健師 2人

昭和45年4月2日以後に生まれ
た者で保健師免許取得者または
平成28年3月末までに取得見込
みの者

申
込
期
間
は
8
月
10
日
ま
で

雫
石
町
職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

募
集
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▪�

所
得
割
▽
加
入
者
の
前
年
の
所
得
か

ら
33
万
円
を
控
除
し
た
額
に
税
率
を

乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。

▪�

資
産
割
▽
加
入
者
の
固
定
資
産
税
額

に
税
率
を
乗
じ
て
計
算
し
ま
す
。

▪�

均
等
割
▽
各
世
帯
の
国
保
加
入
者
数

に
応
じ
て
計
算
し
ま
す
。

▪�

平
等
割
▽
国
保
加
入
世
帯
単
位
で
計

算
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

（
国
保
税
）
の
納
税
通
知
書
を
７
月
13

日
（
月
）
に
発
送
し
ま
す
。
通
知
書
に

は
、
期
別
ご
と
、
個
人
ご
と
の
課
税
額

の
明
細
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
内

容
を
ご
確
認
の
上
、
期
限
内
納
付
を
お

願
い
し
ま
す
。
第
1
期
の
納
期
限
は
７

月
31
日
（
金
）
で
す
。

　

ま
た
、
年
金
か
ら
引
き
落
と
し
に
な

る
特
別
徴
収
の
人
に
つ
い
て
も
「
特
別

徴
収
決
定
通
知
書
」
を
お
送
り
し
ま
す

の
で
内
容
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

　

国
保
税
の
計
算
は
、
加
入
世
帯
ご
と

に
行
い
ま
す
。

　

世
帯
主
本
人
が
国
保
に
加
入
し
て
い

な
く
て
も
、
納
税
義
務
は
世
帯
の
代
表

で
あ
る
世
帯
主
に
あ
る
た
め
、
納
税
通

知
書
は
世
帯
主
あ
て
に
送
付
と
な
り
ま

す
（
こ
の
場
合
、
国
保
税
計
算
に
世
帯

主
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
）。

　

世
帯
の
国
保
税
は
、
毎
年
７
月
に
そ

の
年
の
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１

年
分
の
税
額
を
計
算
し
ま
す
。

　

計
算
は
、
下
表
の
税
率
・
税
額
を
も

と
に
行
い
ま
す
。 国

民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を
送
付

期
限
内
納
付
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
保

◉
所
得
が
少
な
い
世
帯
の
軽
減
（
申
請

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　

世
帯
主
（
国
保
に
加
入
し
て
い
な
い

世
帯
主
を
含
む
）
と
国
民
健
康
保
険
に

加
入
し
て
い
る
人
全
員
の
前
年
の
所
得

金
額
に
応
じ
て
、
国
民
健
康
保
険
税
の

均
等
割
額
・
平
等
割
額
の
７
割
、５
割
、

２
割
を
軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
軽
減
は
前
年
の
所
得
を
も
と
に

判
定
し
ま
す
の
で
、
前
年
中
の
所
得
申

告
（
確
定
申
告
な
ど
）
を
し
て
い
な
い

加
入
者
が
い
る
場
合
は
早
め
に
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

◉
非
自
発
的
失
業
者
の
軽
減
（
申
請
が

必
要
で
す
）

　

会
社
の
倒
産
や
解
雇
、
会
社
都
合
に

よ
る
雇
い
止
め
な
ど
、
自
ら
望
ま
な
い

形
で
離
職
し
た
人
の
国
保
税
に
つ
い

て
、
前
年
の
給
与
所
得
を
30
％
と
み
な

し
て
算
定
し
ま
す
。

【
軽
減
の
対
象
と
な
る
人
】
次
の
①
②

ど
ち
ら
に
も
該
当
す
る
人

①�
平
成
21
年
3
月
31
日
以
降
に
離
職
し

た
65
歳
未
満
の
人

②�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
発
行
さ
れ
た
「
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
」
の
離
職
理

由
が「
11
・
12
・
21
・
22
・
23
・
31
・
32
・

　

33
・
34
」の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】
特
例
対
象
被

◆
国
保
税
は
世
帯
単
位
で
計
算

◆
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減

保
険
者
等
に
係
る
申
告
書
（
役
場
に
備

え
付
け
）、
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、

国
民
健
康
保
険
証
、
認
印

◉�

金
融
機
関
の
窓
口
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア
で
納
付
す
る
人

　
「
納
税
通
知
書
」
と
「
納
付
書
（
８

期
分
・
随
期
・
過
年
度
）」
を
発
送
し

ま
す
の
で
納
期
限
日
ま
で
に
忘
れ
ず
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

◉
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
す
る
人

　
「
納
税
通
知
書
」
に
「
口
座
振
替
」

と
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
納
期
到
来
月

の
25
日
（
土
・
日
・
祝
の
時
は
翌
営
業

日
）
が
振
替
日
と
な
り
ま
す
の
で
、
あ

ら
か
じ
め
預
金
残
高
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

◉�

昨
年
度
に
引
き
続
き
特
別
徴
収
（
年

金
か
ら
の
引
き
落
と
し
）
の
人

　

原
則
と
し
て
「
年
税
額
」
よ
り
「
４

月
・
６
月
・
８
月
の
特
別
徴
収
の
合
計

額
」を
差
し
引
い
た
残
金
を
３
等
分
し
、

10
月
・
12
月
・
２
月
の
各
月
の
年
金
か

ら
引
き
落
と
し
ま
す
。

◉�

８
月
ま
た
は
10
月
か
ら
新
た
に
特
別

徴
収
が
始
ま
る
人

　

そ
の
前
月
納
期
ま
で
は
納
付
書
な
ど

に
よ
る
納
付（
普
通
徴
収
）と
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
税
務
課
住

民
課
税
担
当
（
☎
6
92

・
6
4
02

）

◆
納
税
通
知
書
の
内
容
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い

《表》　国民健康保険税の税率・税額（平成 27 年度）
世帯の課税額＝（A）＋（B）＋（C）

税率の内訳
全加入者 40〜64 歳のみ

（A）医療分 （B）支援金分 （C）介護分
所得割 6％ 2％ 1.3％
資産割 10％ 3％ 3％
均等割 16,500 円 7,500 円 6,000 円
平等割 24,500 円 7,000 円 5,000 円

賦課限度額 52 万円（51 万円）17 万円（16 万円）16 万円（14 万円）
※�平成 27 年度は、賦課限度額が引き上げとなり上記の金額とな
ります。（　）内は、平成 26 年度の金額です。
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平
成
27
年
度
の
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
額
が
決
定
し
た
こ
と
に
伴
い
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
の
普
通
徴
収
が
７

月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

普
通
徴
収
は
、
保
険
料
を
年
金
か
ら

天
引
き
で
き
な
い
被
保
険
者
が
対
象

（
年
度
の
途
中
で
制
度
に
加
入
し
た
人
、

転
入
し
た
人
も
半
年
間
は
普
通
徴
収
の

対
象
）
と
な
り
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
人
に
は
７
月
中
旬
に
納

付
書
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
ご

確
認
の
上
、
納
期
限
ま
で
に
金
融
機
関

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
７
月
か

ら
東
北
各
県
内
の
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵

便
局
）
で
も
納
め
る
こ
と
が
可
能
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
既
に
年
金
か
ら
天
引
き
と

な
っ
て
い
る
特
別
徴
収
の
人
に
も
、「
特

別
徴
収
決
定
通
知
書
」
が
送
付
さ
れ
ま

す
。
こ
ち
ら
は
10
月
か
ら
の
特
別
徴
収

の
決
定
通
知
書
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

保
険
料
の
納
付
に
は
納
め
忘
れ
の
な

い
口
座
振
替
が
便
利
で
す
。
口
座
振
替

を
希
望
す
る
人
は
納
入
通
知
書
と
通

帳
、
通
帳
の
届
出
印
を
持
参
し
、
町
役

場
町
民
課
ま
た
は
金
融
機
関
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
申

し
込
む
場
合
は
、
郵
便
局
で
の
受
け
付

け
と
な
り
ま
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
）。

　

現
在
、
75
歳
以
上
の
人
が
お
使
い
の

「
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
」（
水

色
）
の
有
効
期
限
が
７
月
31
日
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

７
月
下
旬
に
新
し
い
保
険
証
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
届
い
た
保
険
証
を
必
ず

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。
８
月
か
ら
は
今

ま
で
お
使
い
の
保
険
証
は
使
え
な
く
な

り
ま
す
。
有
効
期
限
が
切
れ
た
保
険
証

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

保
険
証
の
更
新
時
期
で
す

は
破
棄
し
、
新
し
い
保
険
証
を
お
使
い

く
だ
さ
い
。

　

入
院
す
る
際
に
医
療
機
関
の
受
付
に

提
示
す
る
と
、
窓
口
で
支
払
う
一
部
負

担
金
と
食
事
療
養
費
、
生
活
療
養
費
が

減
額
さ
れ
る
「
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
」
の
交
付
申
請
を
町

役
場
町
民
課
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
申
請
が
必
要
と
な
る
人
に
は
、
お

知
ら
せ
の
通
知
を
発
送
し
ま
す
の
で
、

内
容
を
ご
確
認
の
上
、
申
請
し
て
く
だ

さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
町
民
課
医

療
給
付
担
当（
☎
6
９
２
・
6
4
7
９
）

　町は、乳幼児や妊産婦、重度心身障がい者、
ひとり親家庭、安心子育て（小中学生）に該
当する人に、病院や薬局などの医療機関で診
療を受けた月の 2カ月後に医療費を助成する
医療費助成事業を実施しています。
　現在交付されている受給者証の有効期限は、
平成 27 年 7 月 31 日（妊産婦を除く）となっ
ています。継続して受給者証の対象となる人
には 7月末までに新しい受給者証を郵送しま
す。お手元に届きましたら、8 月からは新し
い受給者証をお使いください。
◉�医療機関などに支払った医療費（一部負担
金）の全額が戻る人
◎乳幼児から中学 3年生までの児童・生徒
◎�妊産婦、重度心身障がい者、ひとり親家庭
の受給者本人、保護者、配偶者で町県民税
非課税の人
◉�医療機関などに支払った医療費（一部負担
金）の一部が戻る人
◎�妊産婦、重度心身障がい者、ひとり親家庭
の受給者本人、保護者、配偶者で町県民税
課税の人
▪�戻る額▷医療機関ごとに 1カ月の合計から
外来 1,500 円、入院 1 カ月 5,000 円を差し
引いた額
　該当要件は下表のとおりです。詳しくは町役
場町民課までお問い合わせください。

子ども※注 出生の日〜小学校入学前

妊産婦 妊娠５カ月目〜出産の翌月末

重度心身
障がい者

身障手帳１級・２級、障害年金
１級、特児手当１級、療育手帳
A判定の人�※該当しなくなった
場合は速やかに受給者証をお返
しください。要件非該当後も受
給をされていますと給付金を返
納していただく場合があります。

ひとり親
家庭

配偶者のいない女子・男子およ
び扶養されている18歳に達する
年度末までの児童、父母のいな
い児童

安心子育て 小学校入学〜中学校卒業
※�注　8 月から名称が「乳幼児」から「子ども」
へと変更になりました。

【問い合わせ先】
町役場町民課医療給付担当（☎ 692︲6479）

医療費受給者証の
更新時期です 後

期
高
齢
者
医
療
制
度

保
険
料
の
普
通
徴
収
が
始
ま
り
ま
す

医
療

減
額
認
定
証
の
交
付
申
請
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
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今
年
は
５
年
に
一
度
の
国
勢
調
査
の

年
で
す
。
国
勢
調
査
の
結
果
は
、
ま
ち

づ
く
り
な
ど
の
基
礎
資
料
に
な
り
ま

す
。
調
査
は
国
勢
調
査
員
が
配
布
す
る

調
査
票
に
、
10
月
1
日
現
在
の
皆
さ
ん

の
状
況
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
形
で
行

わ
れ
る
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利

用
し
た
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
も
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

そ
れ
に
伴
い
町
で
は
、
6
月
22
日
、

国
勢
調
査
の
万
全
を
期
す
た
め
、
米
澤

副
町
長
を
本
部
長
と
す
る
「
平
成
27
年

国
勢
調
査
雫
石
町
実
施
本
部
」
を
設
置

し
ま
し
た
。
現
在
、
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
が
、今
後
国
勢
調
査
員
を
委
嘱
し
、

調
査
方
法
な
ど
の
研
修
を
行
い
、
本
番

に
備
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◉
国
勢
調
査
員
が
伺
い
ま
す

　

9
月
上
旬
か
ら
、
国
勢
調
査
員
が
皆

さ
ん
の
お
宅
に
調
査
の
お
願
い
に
伺
い

ま
す
の
で
、
次
の
調
査
方
法
か
ら
一
つ

選
び
、
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
オ
ン

ラ
イ
ン
回
答
を
す
る

②
紙
の
調
査
票
を
郵
送
で
提
出
す
る

③
紙
の
調
査
票
を
調
査
員
に
提
出
す
る

　

調
査
は
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
を
先
行
し

今
年
は
国
勢
調
査
年
　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

役
場
内
に
実
施
本
部
を
設
置
し
ま
し
た

調
査

て
行
い
、
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答
を
し
な

か
っ
た
世
帯
に
は
、
紙
の
調
査
票
を
配

布
し
ま
す
。
な
お
、
オ
ン
ラ
イ
ン
回
答

に
必
要
な
パ
ス
ワ
ー
ド
を
調
査
員
が
各

世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

◉
調
査
内
容
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　

法
律
に
よ
り
、
国
勢
調
査
員
は
調
査

票
の
内
容
に
関
し
て
、
秘
密
を
厳
守
す

る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

調
査
票
は
、
統
計
を
作
る
目
的
だ
け
に

使
用
し
、
厳
重
に
管
理
さ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
国
勢
調
査
実
施
本

部
事
務
局
（
町
役
場
企
画
財
政
課
☎

6
92

・
6
5
7
1
）

◆�
介
護
保
険
料
普
通
徴
収
の

期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

　

平
成
２７
年
度
の
介
護
保
険
料
の
納
入

通
知
書
を
７
月
中
旬
に
対
象
被
保
険
者

宛
に
送
付
し
ま
す
。

　

納
入
通
知
書
に
は
、
期
間
、
年
間
保

険
料
な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
の
で
、

記
載
内
容
を
ご
確
認
の
上
、
納
期
限
内

に
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。
普
通
徴
収

の
第
１
期
の
納
期
限
は
７
月
３１
日
で
す
。

　

ま
た
、既
に
年
金
か
ら
天
引
き
と
な
っ

て
い
る
特
別
徴
収
の
人
に
も
、「
平
成
２７

年
度
特
別
徴
収
決
定
通
知
書
」
を
送
付

し
ま
す
の
で
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

◆�

介
護
保
険
料
の
普
通
徴
収
分
の

口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す

　

介
護
保
険
料
普
通
徴
収
分
に
つ
い

て
、口
座
振
替
で
の
納
付
が
可
能
で
す
。

保
険
料
の
納
付
忘
れ
が
な
く
忙
し
い
と

き
で
も
便
利
で
安
心
で
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

介
護
保
険
料
普
通
徴
収

期
限
内
納
付
を
お
願
い
し
ま
す

介
護

　

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
納
入

通
知
書
と
通
帳
、
通
帳
の
届
出
印
を
持

参
し
、
金
融
機
関
ま
た
は
町
役
場
福
祉

課
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ゆ
う
ち
ょ
銀
行
で
申
し
込
む
場
合
は
、

郵
便
局
で
の
受
け
付
け
と
な
り
ま
す
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◆�

介
護
保
険
負
担
割
合
証
を交

付
し
ま
す

　

要
支
援
・
要
介
護
の
認
定
を
受
け
て

い
る
人
に
、
利
用
負
担
の
割
合
（
１
割

ま
た
は
２
割
）
が
記
載
さ
れ
た
「
介
護

保
険
負
担
割
合
証
」
を
郵
送
に
よ
り
交

付
し
ま
す
。

◆
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
２７
年
８
月
か
ら
６５
歳
以
上
で

「
一
定
以
上
所
得
者
」は
介
護
保
険
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
す
る
と
き
の
自
己
負
担
が

１
割
か
ら
２
割
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
福
祉
課
介

護
保
険
担
当
（
☎
6
92

・
6
4
7
6
）

■
人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　

7
月
1
日
付
で
町
職
員
の
人
事
異

動
を
行
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
（
カ
ッ
コ
内
は
異
動
前
）。

▽
環
境
対
策
課
長（
兼
）保
健
福
祉
部

門
企
画
監　

小
田
純
治
（
環
境
対
策

課
長
）　

▽
福
祉
課
長　

大
久
保
浩

和
（
福
祉
課
長
補
佐
）

▶
役
場
庁
舎
玄
関
に
掲
出
し
た
実
施
本
部
の
看
板
。

米
澤
本
部
長
（
右
）
と
古
川
端
事
務
局
長
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戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
に
対
し

第
10
回
特
別
弔
慰
金
を
支
給
し
ま
す

周
知

②
戦
没
者
な
ど
の
子

③�

戦
没
者
な
ど
の
⑴
父
母
、
⑵
孫
、
⑶

祖
父
母
、
⑷
兄
弟
姉
妹　

※
戦
没
者

な
ど
の
死
亡
当
時
の
生
計
関
係
の
有

無
な
ど
の
要
件
で
順
番
が
入
れ
替
わ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

④�

前
記
①
〜
③
以
外
の
戦
没
者
な
ど
の

三
親
等
内
の
親
族
（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
1
年
以
上
の
生
計
を
有
し
て
い

た
人
に
限
り
ま
す
。

【
支
給
内
容
】
額
面
25
万
円
、
５
年
償

還
の
記
名
国
債

【
請
求
期
限
】
平
成
３０
年
４
月
２
日　

※�

請
求
に
必
要
な
書
類
は
町
役
場
福
祉

課
窓
口
に
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
福
祉
課
障
が

い
福
祉
担
当
（
☎
6
92

・
6
4
7
3
）

　

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
に
対
す
る
特

別
弔
慰
金
（
第
10
回
特
別
弔
慰
金
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
弔
慰
金
は
、
戦

後
70
周
年
に
当
た
り
、
今
日
の
日
本
の

平
和
と
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
戦
没
者
な

ど
の
尊
い
犠
牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国

と
し
て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る
た

め
支
給
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

の
中
で
、
平
成
27
年
4
月
1
日
に
お
い

て
「
援
護
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
」
や

「
援
護
法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
を
受
け

る
人（
戦
没
者
な
ど
の
妻
、
父
母
な
ど
）

が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
の
先
順

位
の
ご
遺
族
一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
対
象
者
】

①�

平
成
27
年
4
月
1
日
ま
で
に
援
護
法

に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し

た
人

ま
で
待
機
す
る
。

④
そ
の
他

▪�

タ
バ
コ
の
ポ
イ
捨
て
を
し
な
い
な
ど

山
火
事
防
止
に
努
め
る
。

▪�

盗
難
事
故
防
止
の
た
め
、
車
に
は
必

ず
施
錠
し
貴
重
品
を
置
か
な
い
よ
う

に
す
る
。

▪�

ク
マ
の
出
没
に
注
意
。
ク
マ
鈴
や
ラ

ジ
オ
を
携
行
し
、
人
の
存
在
を
ク
マ

に
知
ら
せ
る
。

▪
ご
み
は
必
ず
持
ち
帰
る
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
防
災
課
（
☎

6
9
2
・
6
4
1
0
）

　

毎
年
、
山
菜
採
り
に
よ
る
遭
難
事
故

が
多
発
し
て
い
ま
す
。遭
難
し
ま
す
と
、

ご
家
族
や
関
係
者
に
心
配
・
迷
惑
を
掛

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
山
菜
採
り
で

入
山
す
る
際
は
、
必
ず
次
の
こ
と
に
心

掛
け
て
く
だ
さ
い
。

①
山
に
入
る
前
に

▪
で
き
る
だ
け
２
人
以
上
で
出
か
け
る
。

▪�

家
族
に
行
き
先
、
帰
宅
予
定
時
間
を

知
ら
せ
て
か
ら
出
か
け
る
。

▪�

集
合
す
る
場
所
や
時
間
を
決
め
て
入

り
、
必
ず
守
る
。

▪�

万
が
一
に
備
え
、
携
帯
電
話
お
よ
び

予
備
バ
ッ
テ
リ
ー
、
食
料
、
雨
具
、

ラ
イ
タ
ー
を
持
っ
て
行
く
。

②
山
に
入
っ
た
ら

▪�

お
互
い
に
声
を
掛
け
合
う
。

▪�

常
に
目
標
物
（
大
き
な
樹
木
な
ど
）

を
中
心
に
行
動
す
る
。

▪
早
め
に
下
山
す
る
。

③
万
が
一
遭
難
し
た
ら

▪�

1
1
0
番
通
報
を
す
る
。
携
帯
電
話

で
の
通
話
に
よ
り
、
位
置
を
特
定
で

き
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

▪�

比
較
的
高
い
樹
木
に
白
い
タ
オ
ル
な

ど
の
目
印
を
付
け
る
。

▪�

夜
間
に
な
っ
た
ら
行
動
を
止
め
て
朝

山
菜
採
り
は
無
理
を
せ
ず
万
全
な
体
調
で
！

山
岳
遭
難
事
故
防
止
に
ご
協
力
を

注
意

▶
6
月
6
日
早
朝
、
国
見
温
泉
入
口
付
近
で

行
わ
れ
た
「
遭
難
事
故
防
止
啓
発
チ
ラ
シ
」

配
布
の
様
子
。
南
岩
手
山
岳
遭
難
対
策
委
員

会
雫
石
救
助
隊
、
盛
岡
西
警
察
署
雫
石
交
番

員
ら
が
、
通
行
す
る
車
両
に
チ
ラ
シ
を
配
布

し
、
遭
難
事
故
防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

 

農
薬
危
害
防
止
運
動
実
施
中

　
岩
手
県
で
は
現
在
、「
農
薬
危
害
防

止
運
動
」
を
実
施
中
で
す
。
6
月
か
ら

8
月
に
か
け
て
は
、
農
作
物
な
ど
に
病

害
虫
が
発
生
し
や
す
く
、
そ
の
防
除
の

た
め
に
農
薬
を
使
用
す
る
機
会
が
多
く

な
り
ま
す
。
農
薬
の
安
全
で
適
正
な
使

用
や
保
管
に
よ
る
危
害
防
止
と
、
環
境

に
配
慮
し
た
農
薬
の
使
用
を
徹
底
し
ま

し
ょ
う
。

【
運
動
期
間
】
6
月
1
日
〜
8
月
31
日

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
農
林
課
農

政
担
当
（
☎
6
92

・
6
4
9
1
）
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相
互
に
防
災
意
識
を
高
め
る

富
里
市
と
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締
結

防
災

は
、
富
里
市
関
係
者
、
雫
石
町
関
係
者

ら
が
出
席
し
、
相
川
堅け

ん

治じ

富
里
市
長
と

深
谷
政ま

さ

光み
つ

町
長
に
よ
る
協
定
書
署
名
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
協
定
は
、
富
里
市
と
雫
石
町
の

い
ず
れ
か
で
災
害
が
発
生
し
た
場
合

に
、
被
害
を
受
け
た
自
治
体
の
要
請
に

よ
り
、
応
急
対
策
や
復
旧
対
策
を
円
滑

に
行
う
た
め
に
締
結
さ
れ
ま
し
た
。
協

定
書
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
応
援
の
種
類

は
次
の
と
お
り
で
す
。

①�

食
料
、
飲
料
水
お
よ
び
生
活
必
需
物

資
並
び
に
そ
の
供
給
に
必
要
な
資
機

材
の
提
供

②�

被
災
者
の
救
出
、
医
療
お
よ
び
防
疫

並
び
に
施
設
の
応
急
復
旧
に
必
要
な

物
資
お
よ
び
資
機
材
の
提
供

③�

救
援
お
よ
び
救
助
活
動
に
必
要
な
車

両
な
ど
の
提
供

④�

救
助
お
よ
び
応
急
復
旧
に
必
要
な
職

員
の
派
遣

⑤�

被
災
者
を
一
時
的
に
収
容
す
る
た
め

の
施
設
の
提
供

⑥�

①
〜
⑤
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
要

請
の
あ
っ
た
事
項

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
役
場
防
災
課
（
☎

6
92

・
6
4
1
0
）

　

町
は
、
千
葉
県
富
里
市
と
災
害
時
相

互
応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

富
里
市
に
は
、
小
岩
井
農
場
の
経
営

主
で
あ
っ
た
岩
崎
久ひ

さ

彌や

氏
が
晩
年
を
過

ご
し
た
「
旧
岩
崎
家
末
廣
別
邸
」
が
あ

り
、
雫
石
町
と
は
大
正
末
期
頃
か
ら
、

農
牧
事
業
の
推
進
に
お
い
て
互
い
に
緊

密
な
関
係
が
保
た
れ
て
き
た
歴
史
が
あ

り
ま
す
。

　

今
回
、
こ
の
よ
う
な
所
縁
に
よ
り
富

里
市
か
ら
の
要
請
を
受
け
、6
月
29
日
、

町
役
場
で
「
災
害
時
相
互
応
援
協
定
締

結
式
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。
締
結
式
に

催
し
真
夏
を
彩
る
唄
と
踊
り
の
競
演

雫
石
よ
し
ゃ
れ
祭
は
8
月
9
日
開
催

催
し

　

真
夏
の
祭
典「
雫
石
よ
し
ゃ
れ
祭
」。

今
年
は
南
部
よ
し
ゃ
れ
全
国
大
会
と
同

日
の
8
月
9
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

雫
石
商
店
街
よ
し
ゃ
れ
通
り
と
ア
ル

ペ
ン
記
念
公
園
特
設
ス
テ
ー
ジ
を
会
場

に
、
み
こ
し
運
行
、
ロ
ッ
ク
調
よ
し
ゃ

れ
、
鼓
笛
隊
、
さ
ん
さ
パ
レ
ー
ド
、
よ

し
ゃ
れ
パ
レ
ー
ド
、
よ
さ
こ
い
演
舞
、

さ
ん
さ
輪
踊
り
、
大
餅
ま
き
な
ど
が
行

わ
れ
ま
す
。
※
日
程
に
つ
い
て
は
、
本

紙
7
月
号
お
知
ら
せ
版
に
掲
載
し
ま
す
。

◉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
中

　

実
行
委
員
会
で
は
、
祭
の
準
備
や
運

営
に
係
る
補
助
を
し
て
い
た
だ
け
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
町
役
場
観
光
商
工

課
に
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】
雫
石
よ
し
ゃ
れ
祭

実
行
委
員
会（
雫
石
商
工
会
内
☎
６
９

２
・
３３

２
１
）、
町
役
場
観
光
商
工

課（
☎
6
9
2
・
6
4
0
7
）

　

第
15
回
南
部
よ
し
ゃ
れ
全
国
大
会
が

8
月
8
日
、
9
日
の
２
日
間
、
中
央
公

民
館
野
菊
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
の
観
覧
に
は
入
場
整
理
券
が
必

要
で
す
。
入
場
整
理
券
は
次
の
場
所
で

配
布
し
て
い
ま
す
（
一
人
1
枚
ま
で
、

1
枚
で
2
日
間
有
効
、
自
由
席
）。
な

く
な
り
次
第
終
了
と
な
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
お
求
め
く
だ
さ
い
。

【
配
布
場
所
】
中
央
公
民
館
、
各
地
区

公
民
館
、
雫
石
商
工
会
、（
一
社
）
し

ず
く
い
し
観
光
協
会
、
し
ず
く
館
、
町

役
場
1
階
総
合
案
内　

※
入
場
整
理
券

の
予
約
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】南
部
よ
し
ゃ
れ
全
国

大
会
実
行
委
員
会
事
務
局
（
町
役
場
観

光
商
工
課
内
☎
６
９
２
・
６４

0
7
）

※
先
日
全
戸
配
布
し
ま
し
た
チ
ラ
シ
に

記
載
し
た
特
別
ゲ
ス
ト
の
お
名
前
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。正
し
く
は
次
の
と

お
り
で
す
。

誤
「
黒
岩
八
郎
」→
正
「
黒
石
八
郎
」

第
15
回
南
部
よ
し
ゃ
れ
全
国
大
会

観
覧
用
の
入
場
整
理
券
を
配
布
中

催
し

協定書に署名・調印し、固い握手を交わす両市町長



11 広報しずくいし●2015年 7月10日●第781号

●町役場への問い合わせ…☎ 692−2111　FAX 692−1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

◆
団
体
推
薦
農
業
委
員
を
選
任

　

6
月
15
日
付
で
長
澤
勉つ

と
むさ
ん
（
岩
手

県
農
業
共
済
組
合
推
薦
）
が
農
業
委
員

に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
6
月
15

日
か
ら
平
成
30
年
6
月
14
日
ま
で
で
す
。

◆
農
地
相
続
後
は
農
業
委
員
会
へ
届
出
を

　

相
続
で
農
地
の
所
有
権
を
取
得
し
た

場
合
は
、
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
が
必

要
で
す
。
届
出
に
必
要
な
も
の
は
「
印

鑑
」
と
登
記
完
了
証
の
写
し
な
ど
「
相

続
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
面
」
で

す
。
農
地
を
相
続
し
た
と
き
は
、
お
早

町
農
業
委
員
会
委
員

団
体
推
薦
委
員
に
長
澤
さ
ん
を
選
任

農
業

め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、「
農
地
を
相
続
し
た
け
ど
自

分
で
は
農
業
を
し
な
い
」
な
ど
、
農
地

の
管
理
に
つ
い
て
も
お
気
軽
に
農
業
委

員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

【
問
い
合
わ
せ
先
】
町
農
業
委
員
会

事
務
局
（
☎
6
92

・
6
4
1
4
）

　町は、「雫石町農産物認証等制度」を
より広く周知するため、「おいしいうれ
しいプレゼントキャンペーン」を ７ 月
１ 日から ８ 月 ３１ 日まで実施します。
　雫石町農産物認証等制度とは、町産
の農産物に対する消費者の安心と信頼
を確保し、地産地消を中心とした消費
拡大を図ることを目的として実施して
いるものです。
　この制度の認証を受けた農産物に貼ってある「しずくちゃんシー
ル」を １０ 枚集めて町内産直などに設置の応募用紙でご応募いただ
くと、抽選で雫石温泉郷共通入浴券などが当たります。
　しずくちゃんシールを貼った農産物は町内外の産直などでご購入
いただけますので、見かけたらぜひ手に取って、安心安全で美味し
い雫石産農産物をお試しください。詳しくは店頭ポスターまたは応
募用紙でご確認ください。

【当選賞品】Ａ賞▶雫石温泉郷共通入浴券　１０ 名様　Ｂ賞▶雫石特
産なたね油　２０ 名様　Ｃ賞▶雫石産あきたこまち（２ 合）　50 名様

【問い合わせ先】町役場農林課農政担当（☎ 692-6405）

長澤 勉 委員
（八区・67 歳）

　5 月 25 日、小岩井農牧株式会社が、民間企業と
しては初めて岩手県勢功労者表彰を受賞しました。
この賞は、県勢の発展に多大の功労があり、その実
績が極めて顕著な個人・団体に贈られています。
　同社の受賞理由として、多年にわたる「環境保全・
持続性・循環型」の経営理念のもと、多方面の分野
において事業運営を行い、県勢の発展に貢献したこ
とや、小岩井農場まきば園の運営などを通じて、岩
手県の知名度向上や観光客誘客などに寄与し、観光
振興に貢献したことなどが挙げられました。
　6月 5 日、同社代表取締役専務の熊澤道彦さんと
観光部長の戸田敦さんが町役場で深谷町長に受賞を
報告。熊澤さんは「受賞は、町役場はじめ町民の皆
さんのおかげと思っています。地域の小岩井農場と
して、今後も地域と連携しながら頑張っていきたい
と思います」と話しました。

小岩井農牧㈱が県勢功労者表彰受賞

◀
深
谷
町
長
に
受
賞
報
告

す
る
熊
澤
さ
ん
（
左
か
ら

2
番
目
）
と
戸
田
さ
ん
（
同

3
番
目
）

保
健
事
業
推
進
に
貢
献

保
健
推
進
員・小
松
恵
美
子
さ
ん
に
表
彰

表
彰

　

岩
手
県
保
健
推
進
委
員
等
代
表
者
協

議
会
表
彰
が
6
月
18
日
、
盛
岡
市
で
行

わ
れ
、
小
松
恵え

み

こ

美
子
さ
ん
（
盆
花
）
が

会
長
表
彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

小
松
さ
ん
は
平
成
12
年
か
ら
15
年
間

町
保
健
推
進
員
を
務
め
て
お
り
、
町
の

保
健
推
進
事
業
に
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

深谷町長に賞状を披露する
小松さん（6月 23 日）

雫石町農産物認証等制度

プレゼントキャンペーン実施中

▲しずくちゃんシール
（野菜）

お
い し い

うれし
い
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測定日 産地 試料名 基準値 セシウム134 セシウム13７
6月 3日 雫石地区 イチゴ 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
6月11日 橋場 タケノコ（水煮） 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
6月16日 橋場 フキ 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
6月16日 橋場 ミズ 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
6月22日 雫石地区 玄米 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）
6月22日 長山 キュウリ 100 不検出（＜10 ）不検出（＜10 ）

単位：Bq（ベクレル）/kg

※検査場所は雫石町役場または雫石小学校
※検査結果のカッコ内は測定器の検出限界値

　町は、放射線の影響に対する町民の皆さんの不安を軽減するため、
皆さんが持ち込む食品などの放射性物質の測定を行っています。6
月中に町民の皆さんから持ち込まれた試料の検査結果は下表のとお
りで、基準値を超えるものはありませんでした。また、町内の小中
学校と保育所（園）の給食も同様の測定を定期的に行っており、検
査結果はすべて不検出でした。
　測定には予約が必要です。希望する人は町役場環境対策課（☎
692-6485）までお問い合わせください。
　町ホームページにも検査結果を随時掲載しています。また、県ホー
ムページには県内で生産された農産物などの測定結果が掲載されて
います。

食品の放射性物質測定結果

　町内では、6月末時点で 7件の火災が
発生しており、すでに昨年 1年間で発生
した火災と同じ件数となっています。
　枯れ草などがあり火災が起こりやすい
場所や、強風時、乾燥時には、たき火や
火入れを絶対にしないよう心掛けましょ
う。また、火を取り扱う際には、「消火
の確認まで火の元を離れない」ようお願
いします。ご家庭でも「ガスコンロを離
れるときは必ず火を消す」「たこ足配線
をしない」など、不注意や油断から火災
につながることのないよう十分注意しま
しょう。
　また、住宅用火災警報器未設置のご家
庭は、火災から自身や家族の命を守るた
め、早期に設置しましょう。なお、住宅
用火災警報器を設置したときは、盛岡西
消防署雫石分署（☎ 692︲6119）への届
出も併せてお願いします。

火の取り扱いには十分注意を！

≪熱中症とは≫
　熱中症とは暑い中での運動や労働のため、汗をかく
働きや体に異常をきたして起こる障害の総称です。体
温が上がったり、汗をかかなくなったり、時にはけい
れんを起こしたりと命の危険を伴うこともあります。
　また「室内に居れば安心」と思われがちですが、日
光に直接あたらない室内でも起こり得ます。特に体温
を調節するための汗をかく働きが低い高齢者や子ども
などは注意が必要です。
≪予防するには≫
◉屋外では日傘や帽子で直射日光を避けましょう。
◉�服装は吸水性に優れた素材や、ゆったりした通気性
の良いものを着用しましょう。
◉�水分をこまめにとりましょう。汗をかいたら塩分ま
たは経口補水液の補給を！　※経口補水液のつくり
方▶水 500 ml に砂糖大さじ 2杯（約 20 g）、塩小さ
じ 1/4 杯（約 1 g）、レモン汁適量を混ぜ合わせます。
◉�屋内では日光の差し込みを避けるため、窓にカーテ
ン、すだれ、ブラインドなどで日陰を作りましょう。
◉エアコンなどで湿度・温度の調節をしましょう。

≪こんな症状は熱中症のサインです！≫
◉�めまい・たちくらみ
◉�筋肉のけいれん（手や足、おなかの筋肉でよくみら
れます）
◉��頭痛、吐き気、嘔吐
◉体がぐったりして力が入らない
◉呼びかけにも反応が鈍いなど
≪熱中症かな ?! と思ったら…≫
①�まずは涼しい場所（木陰や建物の陰など）へ移動し、
衣類などをゆるめる。
②水分・塩分を補給する。
③�横になり足を高くして休み、水や氷で体を冷やす。
④�吐き気・吐く症状があるときは、すでに胃腸の動き
が鈍っている証拠なので水分補給には注意が必要で
す。
⑤�呼びかけて反応が鈍い、意識がぼんやりする、立て
ない、足がふらふらする場合には、すぐに救急車を
呼ぶ。

【問い合わせ先】町健康推進課（健康センター内）
☎ 692︲2227

熱中症 を正しく理解し予防 に努めましょう

無防備な�心に火災が�かくれんぼ
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●町役場への問い合わせ…☎ 692−2111　FAX 692−1311　ホームページ：http://www.town.shizukuishi.iwate.jp/

　
　ごみの減量、リサイクルを 【担当】町役場環境対策課

（☎ ₆92︲₆₄03）

【使用済み食用油拠点回収実績】
平成 25年 5月 平成 26年 5月 平成 27年 5月

回収量（ℓ） 194 145 197

　平成 26 年 1 月から、白色申
告を含めたすべての事業所得

（農業所得、営業所得、不動産
所得、山林所得など）がある
人は、記帳・帳簿の作成保存
が義務化されています。記帳
する内容は、取引の年月日、
相手方の名称、金額や日々の
売り上げ、仕入れ経費の金額
などです。
　確定申告時に必要な収支内
訳書の作成にも役立ちますの
で、今から記帳を始めておき
ましょう。

【問い合わせ先】町役場税務課
住民課税担当（☎ 692-6483）

今から始める確定申告準備
記帳が義務化されています

基本チェックリストの回答に
ご協力ありがとうございました
　地域包括支援センターでは、65 歳以上
の介護認定を受けられていない町民の皆
さんを対象に、身体面や精神面の状態を
把握するための「基本チェックリスト」
というアンケート調査を実施しました。
多くの人から回答のご協力をいただき、
ありがとうございました。
　皆さんからいただいた回答の結果をもとに、生活機能
の低下が認められた人については、町が実施している介
護予防教室への参加をご案内させていただく場合があり
ます。また、職員が訪問し、現在の状態を確認させてい
ただく場合もありますので、よろしくお願いします。

町内で活動している体操自主グループの紹介
　介護予防を目的として、町内各地区で「レインボー健
康体操」のサークルが活動しています。まずは見学から
でも参加可能です。和気あいあいとした雰囲気のなか、

楽しく体操をしてみませんか？
【レインボー健康体操の特徴】
▪�脳を活性化させ、認知症を予防する。筋を強くし、転
倒を予防する。骨を強くし、骨折を予防する。
▪誰でも簡単にできる（必要なのはタオル1本とイスだけ）
▪足腰に自信がなくても大丈夫（イスに座ってできます）
【体操の内容】
①ウォーミングアップ　②脳刺激体操
③筋・骨刺激体操
④ストレッチ・リラクゼーション
【開催場所・日時】

場　所 日　時（基本）

町健康センター 毎月/第 1・3水曜日　13 時 00 分〜
毎月/第 1・3木曜日　13 時 30 分〜

雫石公民館 毎月/第 2・4水曜日　13 時 30 分〜
御所公民館 毎月/第 2・4金曜日　13 時 30 分〜
御明神公民館 毎月/第 1・3金曜日　10 時 00 分〜
桝沢公民館 毎月/第 2・4木曜日　13 時 30 分〜

【参加費】1カ月当たり 1,000 円
【問い合わせ先】地域包括支援センター（☎ 691︲1105）

問い合わせ先▷健康推進課　雫石町地域包括支援センター（健康センター内　☎ 691︲1105）

『ほうかつ』の窓
　雫石町地域包括支援センターでは、高齢者
の皆さんの生活を総合的に支援しています。
　お気軽にご相談ください。　お気軽にご相談ください。　お気軽にご相談ください。　お気軽にご相談ください。
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（単位：トン）

　町のごみは滝沢・雫石環境組合で処理しており、その費用は滝沢市と当町の
利用割合などを基に積算されています。今年度の予算の負担割合は、滝沢市が
73.5％、当町が 26.5％となっています。両市町の負担金総額が約 15億円です
から、ごみが減少して負担割合が 1％減ると、約 1︐500 万円の負担金の軽減と
なります。ごみの減量は環境だけでなく、町の財政にもやさしい取り組みです。
◆�使用済み食用油は有効な資源です。燃料として再利用されています。

※回収場所は町役場な
ど町内 17 カ所です。
町HPをご覧ください。

～個人事業主の皆さんへ～

町内の大型小売店では、
店頭で白色トレイや紙パックなどの
回収に取り組んでいます。また、

マイバック持参によるポイント付与など、
エコやごみの減量につながる活動にも

取り組んでいるよ！
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●あなたの身近で起きた出来事や楽
しい話題、イベントなどの情報をお
知らせください。

【町役場企画財政課広報担当】
〒020︲0595（住所不要）
電話番号：直通 692−6570
FAX番号：692−1311
E メール：kouhou@town.shizukui
shi.iwate.jp

ま
ち
の
話
題
・

         
出
来
事
紹
介

　6月 8 日〜12 日、町内の小学校で「人権の花運動」の花植えが行われ
ました。この運動は、児童が草花を育成することを通して、命の大切さ
を学ぶとともに優しさや思いやりの気持ちを育むことを目的に、人権擁
護委員の指導のもと、毎年各小学校で行われています。
　南畑小学校では 11 日、全校児童による花植え作業が行われました。
児童たちは協力しながら、プランターにガザニアやベゴニアを丁寧に植
栽し、「きれいに育ってね」「大き
くなってね」と優しく声を掛けな
がら水やりをしました。

町内小学校で人権の花運動
草花育て やさしい気持ちをはぐくむ

6 月 8 日〜12 日

タウン トピックス

芸術鑑賞教室心をつなぐ音楽会開催
小中学生が美しい歌声に聞き入る

6 月 4 日

地域の景観づくりに寄与
景観住民協定認定書を交付

6 月 19 日

　6月 19 日、町役場で深谷町長から小日谷地地区景
観を守る会（諏訪勉

つとむ

会長）に「景観住民協定認定書」
が交付されました。同会では、地区住民が〝花の道
づくり景観協定〟を締結し、区域内での花の植栽、樹
木の維持管理、清掃などを継続的に行い、地域の優
れた景観づくりに寄与しています。認定書を受け取っ
た諏訪会長は「小日谷地は岩手山の眺望が素晴らし
い。美しい町並みをつくっていく」と宣誓しました。
　今回の「景観住民協定」は、橋場、横欠、網張の
3地区に続き 4カ所目となります。

深谷町長から認定書を受ける諏訪会長

▲児童に人権を教える人権擁護委員 ▲協力しながら植栽する児童

　6 月 4 日、中央公民館野菊ホールで、小中学校芸
術鑑賞教室が行われました。今年は「心をつなぐ音
楽会　〜イーハトーブの風に歌声を響かせて〜」と
題して、町内出身のソプラノ歌手�田中美

み

沙
さ

季
き

さんら
5 人を招き、日本の四季の歌、岩手にゆかりのある
歌や世界のオペラの名曲のほか、町内全ての小中学
校の校歌も演奏していただきました。
　午前は小学校高学年の児童約 370 人、午後は中学
校生徒約 450 人が、美しい歌声やピアノの音色に聞
き入り、会場全体で演奏を楽しみました。
※田中さんについては、20ページで紹介しています。

美しい演奏を奏でる田中さん（中央）ら

▲歩道脇に植
　栽された花
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伝統織物の魅力伝える
第 18 回亀甲織まつり開催

6 月 27 日〜29 日

　6 月 27 日から 29 日までの 3 日間、しずくいし麻
の会（上野節

せつ

子
こ

会長）主催による亀甲織まつりが、
コテージむら管理センターで開催されました。
　期間中は町選定保存技術に指定されている「亀甲
織」製品の展示・販売のほか、実際に亀甲織の小物
作り体験も行われ、多くの来場者が亀甲織ならでは
の手織りのぬくもりを感じ取っていました。
　山田町から団体で訪れた自身も織物をしていると
いう女性は「自分たちの織物とはまた違う繊細さや
風合がある」と、亀甲織の魅力を話しました。

在京町友会が総会・交流会開催
ふるさとの唄や踊りで盛り上がる

6 月 20 日

　首都圏在住の雫石町出身者が集う在京雫石町友会
の第 37 回総会・交流会が 6 月 20 日、東京・日暮里
で開かれました。
　交流会には、町友会員 50 人のほか深谷町長ら町三
役、町議会議員など総勢 71 人が出席。参加者は、久
しぶりの再会で思い出話に花を咲かせていました。
また、町勢功労者の中川愛

あい

子
こ

さんや第 13 回南部よ
しゃれ全国大会最優秀者の山上衛

まもる

さんらによる唄や
踊り、毎年恒例のさん
さ踊りで会場は熱気
に包まれました。参加
者は来年も再会する
ことを約束しました。

▲笑顔で記念撮
影する参加者

◀会場を盛り上げ
る中川愛子さんら

　第 11 回滝沢・雫石連合畜産共進会が 6月 26 日、
七ツ森地内の全農岩手県本部中央家畜市場で開催さ
れ、本町からは黒毛和種の部 58 頭、ホルスタイン種
の部 15 頭計 73 頭が出品されました。
　この畜産共進会は、雫石町と滝沢市の優良な家畜
（牛・馬）を一堂に集め、その展示と評価を行い、家
畜の改良増殖と飼養管理の改善を促し、畜産農家相
互の研鑽と生産意欲の高揚を図ることを目的として
毎年 1回開催されています。
　多数の畜産関係者が見守る中、審査が行われ、そ
の結果、黒毛和種未経産の部で中川一

ひとし

さん（五区）
のつくし号、同じく経産の部で吉田嘉

よし

昭
あき

さん（馬場）
のねね号が名誉賞に輝きました。
　また、本町からは、次の出品者が各区分で金賞一
席を受賞しました（敬称略）。
黒毛和種1類▶前茂

しげ

見
み

（中南）、同2類▶中川一（五区）、
同 3類▶杉澤京

けい

子
こ

（矢櫃）、同 4類▶吉田嘉昭（馬場）、
同 5類▶高橋清

せい

治
じ

（八丁野）、ホルスタイン種 3類▶
森崎太

た

久
く

（五区）、同 6類ならびにベストアダー賞▶
町場忠

ただ

之
ゆき

（和野）

滝沢・雫石連合畜産共進会開催
本町の黒毛和種が名誉賞、金賞一席を独占！

6 月 26 日

◀
未
経
産
の
部
で
名
誉
賞
に
輝
い
た
中

川
さ
ん（
右
か
ら
4
番
目
）と
つ
く
し
号

▶
経
産
の
部
で
名
誉
賞
に
輝
い
た
吉
田

さ
ん（
右
か
ら
2
番
目
）と
ね
ね
号

展示された亀甲織製品▶

◀小物作り体
験などが行わ
れた会場の様
子
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第 71 回国民体育大会 第 16 回全国障害者スポーツ大会

2016 希望郷いわて国体雫石町開催正式競技
「アーチェリー」リハーサル大会開催！
　平成 28 年 10 月に開催される「希望郷いわて国体（第
71 回国民体育大会）」まで残すところ １ 年となり、その
岩手国体リハーサル大会として、次のとおりアーチェ
リー競技会が開催されます。
　アーチェリー競技は、岩手国体でも上位入賞が期待さ
れる種目の １ つです。ぜひご観戦ください。

【大会名】第 42 回東北総合体育大会アーチェリー競技会 
第 70 回国民体育大会東北ブロック大会 希望郷いわて国
体リハーサル大会

【期日】８ 月 22 日（土）～23 日（日）  
【会場】町総合運動公園陸上競技場
【競技種別】全種別（成年・少年男女）
【参加者数】各種別 １ 県あたり ３ 人（全 ４ 種別）計 72 人　　

見所は▶
　岩手県選手団では、昨年の長崎国体でベスト ４ 入りし
た成年女子、同じく昨年開催の南関東インターハイ準優
勝メンバーがいる少年男子の上位入賞が期待されるとと
もに、来年の本国体に向け、現在強化中の成年男子なら
びに少年女子の躍進も期待されます。
観戦のポイントは▶
①観戦場所は陸上競技場観客席で、一般観戦は無料です。
②双眼鏡または単眼鏡を各自持参してください。
③�競技会場内は安全確保のため、一部通行禁止箇所があ

ります。係員の指示に従い移動してください。
④�隣接する町営体育館内では、東北総合体育大会銃剣道

競技も同時開催しています。併せてご観戦ください。
【問い合わせ先】町役場総務課国体推進担当（☎ 601-
5395）　

雫石町は「アーチェリー」「3B体操」の会場です！

　スポーツの楽しみ方として、「する」「みる」「支える」
があります。このたび設置しました「雫石町スポーツイ
ベントボランティアバンク」では、雫石町で開催される
さまざまなスポーツイベントで、運営の支援をしていた
だける人を募集しています。
　スポーツに関心があるけれど実際に「する」のは苦手
な人、スポーツを「みる」のが大好きな人、「支える」
側に回ってスポーツボランティア活動を始めてみません
か？
◆ボランティアバンクの事務局
　一般財団法人雫石町体育協会
◆ボランティアの活動
　町で開催されるスポーツイベントへの支援（お手伝い）
◆登録資格など
①スポーツに関する知識や経験を有する人
②�各種大会、イベントなどのスタッフおよびアンケート

調査などへの協力の意思がある人
③登録時に満 18 歳以上の人
④登録期間は登録決定となった年度から翌年度末まで

※�登録は、個人とさせていただきます。団体・法人など
は、登録できません。

※�登録期間の終了後、登録抹消届出書の提出が無い場合
は、自動更新されます。
◆登録方法
　雫石町スポーツイベントボランティアバンク登録申請
書に必要事項を記入し、（一財）雫石町体育協会に提出し
てください。※申請書は町ホームページからダウンロー
ドできます。
◆登録申請後の流れ
①�登録することが適当と認められた場合、登録決定通知

書を申請者に送付します。
②�登録することが適当でないと認められた場合、非登録

通知書を申請者に送付します。
③�イベントスタッフを募っているイベントの情報を通知

します。その内容を確認していただき、イベントに従
事するかどうかの判断をしてください。

【問い合わせ先】一般財団法人雫石町体育協会（☎ 692-
5030）

「スポーツイベントボランティアスタッフ」募集



17 広報しずくいし●2015年 7月10日●第781号

【広告】　この広告に係る掲載料は、広告代理店を通じて町の収入になっています。

【
応
募
要
領
】
子
の
写
真
（
デ
ー
タ
）、
子
の
名
（
ふ
り
が
な
）
と
生
年
月
日
、
保
護
者
（
父
母
）
氏
名
、
住
所
（
行
政
区
）、
電
話
番
号
、
コ
メ
ン
ト
を
書
き
添
え
、
誕
生
月
の
前
月
20
日
こ
ろ
ま
で

に
投
稿
し
て
く
だ
さ
い
。
※
写
真
デ
ー
タ
は
メ
ー
ル
で
送
信
す
る
か
、
S
D
カ
ー
ド
な
ど
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

【
応
募
先
】
町
役
場
企
画
財
政
課
広
報
し
ず
く
い
し
担
当
E
メ
ー
ル
：

①職種 ②基本給 ③求人番号 ④必要資格など　
注）◉印は正社員採用、 は普通車運転免許、
は大型車運転免許、 はAT限定不可

◆社会福祉法人 江刺寿生会 養護老人ホーム松寿荘（七ツ森 )：①
支援員兼介護職員（嘱託職員）② 142,800 円③ 14093651 ④正社
員登用有、経験者優遇、
◆社団医療法人 康生会 鴬宿温泉病院（南畑 )：①介護職（老健）②
140,000 円③ 14047251 ④日勤のみ、高卒以上
◆社会福祉法人 江刺寿生会 養護老人ホーム松寿荘（七ツ森 )：◉
①支援員兼介護職員② 150,000 円〜168,000 円③ 13807751 ④介
護福祉士、経験者優遇、
◆第一商事㈱（町内 )：①清掃② 128,640 円③ 13658951 ④不問
◆雫石運送㈲（繋 )：◉①運転手② 180,000 円〜220,000 円③
13752651 ④中型自動車運転免許以上（AT 限定不可）
◆新岩手農業協同組合（町内 )：①介護支援専門員② 185,000 円③
13613751 ④経験あれば尚可、介護支援専門員、
◆合同会社暁（町内 )：◉①介護職員② 141,000 円〜148,000 円③
13117351 ④介護経験者、ヘルパー 2 級以上、
◆ 雫 石 砂 利 工 業 ㈱（ 川 原 )： ① 茅 葺 職 人 見 習 ② 147,840 円〜
184,800 円③ 13163951 ④
◆㈱いわて清流園（長山 )：◉①サービス管理責任者兼管理者②
200,000 円〜210,000 円③ 12952251 ④サービス管理責任者、
◆小岩井農産㈱（丸谷地 )：①レストランにおける接客サービス②
128,800 円〜136,850 円③ 12966151 ④土日祝日勤務できる方、
（通勤用）

◆富士産業㈱ 東北事業部岩手営業所（町内 )：①栄養士② 160,000
円〜200,000 円③ 13018151 ④調理経験、栄養士
◆富士産業㈱ 東北事業部岩手営業所（町内 )：①調理員② 132,000
円〜148,500 円③ 13019051 ④調理経験、栄養士か調理師免許あ
れば尚可
◆富士産業㈱ 東北事業部岩手営業所（町内 )：①調理師② 152,000
円〜200,000 円③ 13020251 ④調理経験、調理師免許
◆ ㈱ イ ン デ ィ（ 町 内 )： ◉ ① ホ ー ル ス タ ッ フ ② 190,000 円 ③
12817851 ④不問
◆㈱しずくいし（橋場 )：①接客販売係② 120,750 円③ 12671751
④販売経験あれば尚可、 （通勤用）
◆盛岡セイコー工業㈱（板橋 )：①時計部品製造に関わる技術職②
212,800 円〜264,800 円③ 12375951 ④工程設定（自動旋盤（Ｎ
Ｃ自動旋盤含む）工具の選定、工程の設定、カム設計）等の改善が
出来る方、 （通勤用）
◆ ㈱ 飛 鳥 商 事（ 町 内 )： ◉ ① 厨 房 ス タ ッ フ ② 130,000 円 ③
12405651 ④厨房経験、調理師免許あれば尚可
◆ゆこたんの森（長山 )：◉①調理師② 179,500 円〜218,800 円③
11790451 ④調理経験あれば尚可、 （通勤用）
◆一般社団法人休暇村協会 休暇村岩手網張温泉（長山 )：◉①レス
トランホール係② 144,000 円〜214,000 円③ 11436651 ④不問

※ 5 月 16 日から 6 月 18 日までに盛岡公共職業安定所に申し込
みのあった事業所の求人情報です。就業希望の人は、同職業安
定所紹介第一部門（☎ 624−8902）へ求人番号（記載 8 桁の数
字の前に 03010 をつけたもの）を告げてお問い合わせください。
また、事業所へは職業安定所の紹介状をご持参ください。なお、
すでに充足済みとなっている場合もありますのでご了承くださ
い。※役場 １ 階に求人情報を掲示していますので、ご利用くだ
さい。【担当】町役場観光商工課（☎ 692-6497）

町の求人情報

kouhou@
tow

n.shizukuishi.iw
ate.jp

7 　発行月に 3歳の誕生日を迎える子を
紹介しています。掲載を希望する人は
左記までお申し込みください。

　ひょうきんで、いつも家族みんなを笑わせてくれま
す。毎日お米研ぎのお手伝いをしてくれてありがとう。
これからも、たくさん食べて、たくさん遊んで、元気
いっぱいの悠太くんでいてね。

櫻
田	

悠ゆ
う

太た 

く
ん

　
　
文
昭
・
亜
貴
子
夫
妻
の
子

（
葛
根
田
）

　おしゃべりや真似っこが大好きで、周りのみんなを
笑わせてくれます。明るく素直な子に育ってね！

藤
田 
彩さ

希き 

ち
ゃ
ん

昭
平
・
雪
乃
夫
妻
の
子

（
鴬
宿
）

　恥ずかしがり屋で甘えん坊だけど、踊ったり歌った
りお茶目な一面も。お手伝いをいっぱいしてくれて、
頼もしくなったね。これからも元気いっぱい育ってほ
しいな。

谷
地 
彩あ
や

奈な 

ち
ゃ
ん

　
　
　
武
留
・
知
子
夫
妻
の
子

（
御
明
神
谷
地
）
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（5月届け出分）

おめでた� カッコ内は保護者名

4 月
25	 千葉　奏

かな

多
た

・男（裕太）下町四
27	 谷田貝昌

まさ

幸
ゆき

・男（ 睦 ）矢 用
28　齊藤　陽

ひ

桜
お

・女（慶太）和　野
　5月
3	 池　　澪

みお

・女（翔太）谷 地
7	 石川　大

たい

記
き

・男（寛記） 林
11	 澤田　唯

ゆ

衣
い

・女（ 豊 ）赤 滝

おくやみ�カッコ内は享年と世帯主名
5 月
1	 一本木要

よう

助
すけ

（99・孝久）天 瀬
6	 工藤ハリエ（95・本人）七ツ森
6	 木影　政

まさ

光
みつ

（61・本人）黒沢川
12	 向井　キエ（80・久男）上駒木野
12	 小赤沢ナミ（86・一美）小赤沢
14	 德田　　清

きよし

（85・本人）東 町
15	 佐々木勝

かつ

利
とし

（71・本人）安　庭
15	 田口　ソヨ（94・秋男）籬 野
16	 阿部　静

しず

江
え

（82・義雄）七ツ森
22	 小西　秀

しゅう

一
いち

（67・本人）上町三
23	 松原マンコ（92・博道）五 区
24	 髙橋　タヨ（100・タミ子）天 瀬
24	 小谷地キエ（91・ 本人）七 区
25	 小赤澤達

たつ

雄
お

（68・本人）下町四
25	 千葉きみよ（100・本人）下町四
29	 横手權

ごん

四
し

郎
ろう

（82・伸子）上町二
30	 幅　　　巖

いわお

（86・幹郎）林 崎
30	 袖林サキエ（89・本人）駒木野

税情報
【今月の納税】納付期限：7月 31 日
　　　　▪国民健康保険税 1期
　　　　▪固定資産税 2期

お買い求めは町内で
たばこ税で町財政に貢献
　たばこ税は、たばこを購入した時に
かかる税金です。たばこ卸売販売業者
を通じて集められ、たばこ販売所の所
在する市町村に納められます。平成 26
年度に町内で販売されたたばこの本数
は約 2,400 万本（平成 25 年度は約 2
,500 万本）。たばこ税は約 1 億 2,000
万円（平成25年度は約1億2,500万円）
でした。
　喫煙をされる人は、健康や周りへの
マナーを心がけ、できるだけ町内でお
買い求めください。
【担当】町役場税務課住民課税担当
（☎ 692−6483）

　町では、行政運営の一層の透明性を
図り、町民に開かれた信頼あるまちづ
くりを進めるため、町長交際費の支出
状況を公開しています。また、町ホー
ムページでも公開しています。

町長交際費を
公開します
町長交際費を
公開します

交際費の支出状況
5 月 累計（4〜5月）

19 件 89,500 円 228,500 円

定で 3,000 円にて販売します。真夏の
岩手高原で食べたり、飲んだりしなが
ら音楽を楽しむイベントです。
　この機会にぜひお楽しみください。
【日時】9月6日（日）１2時（開場）〜２１時
【料金】雫石町民 3,000 円※中学生以
下無料
【チケット販売場所】雫石銀河ステー
ション １階　雫石町観光物産センター
※町民であることを確認できる免許証
などの身分証をご持参ください。
【販売期間】8月 31 日（月）まで※限
定枚数につき、なくなり次第販売終了
【問い合わせ先】東北レゲエ祭実行委
員会「サウンドチャンネル」（☎ 601-
6723）

①「夜の網張の森でヒメボタルをみよう！」
【日時】7月 11 日（土）〜16 日（木）
19 時 30 分〜20 時 40 分
【集合場所】網張ビジターセンター
【募集人数】各日 20 人（先着順）
【参加費】300 円（小学生以上）
【参加要件】1 時間以上の夜間のハイ
キングができる人
②火山教室「岩手山の水蒸気爆発を知る」
【開催日時】7月 20 日（月）7時〜15 時
【集合場所】網張温泉展望リフト前
【募集人数】20 名（先着順）
【参加費】大人 1,500 円、小学生 1、
000 円（リフト代込み）
【参加要件】8 時間程度の登山ができ
る人
【問い合わせ・申込先】網張ビジター
センター（☎ 693-3777）

網張ビジターセンター
ホタル観察会と火山教室開催
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休日救急 当番医

● 事故 5月末
件　数 3件 （13 件）
死　者 1人 （1人）
負傷者 3人 （19 人）

● 犯罪 5月末
件　数 1件 （11 件）

※カッコ内は 1月からの累計（盛岡西警察署）

● 火事・救急 5月末
火　事 2件 （7件）
救　急 71 件 （307 件）

※カッコ内は 1月からの累計（盛岡西消防署雫石分署）

● 人のうごき 5月末現在

男 8,382 人 （△15） 出生 7人
女 9,076 人 （△9） 死亡 17 人
計 17,458 人 （△24） 転入 20 人

世帯数 6,224 世帯 （△11） 転出 34 人
※カッコ内は前月末増減

放射線量測定結果（役場駐車場・6月）
最大 0.06 （単位：μ Sv/時）

※文部科学省・厚生労働省
による屋外活動の制限指
標：3.8 μ Sv/時

最小 0.05
平均 0.05

大学校学生（一般）▷【前期】9月 ５
日〜9月 ３０ 日（11 月 7 日・8日）、【後
期】1月 ２0 日〜1月 29 日（2月 20 日）　
⑧防衛医科大学校医学科学生▷ ９ 月
５ 日〜３０ 日（１0 月 31 日・11 月 1 日）　
⑨防衛医科大学校看護学科学生（自衛
官コース）▷ ９ 月 ５ 日〜３０ 日（１０ 月
１7 日）
【問い合わせ先】自衛隊岩手地方協力
本部盛岡募集案内所（☎ 641-5191）

　所得税および復興特別所得税の予定
納税が必要な人には、6月中旬に税務
署から「平成 27 年分所得税及び復興
特別所得税の予定納税額の通知書」が
送付されています。納期限（7 月 31
日（金））までにお忘れなく納付して
ください。振替納税の人は、納期限に
指定の金融機関口座から自動的に納付
されます。
　減額申請をする場合は、7 月 15 日
（水）までに「予定納税額の減額申請書」
を提出してください。詳しくは国税庁
ホームページ（www.nta.go.jp）をご
覧ください。

　今年も東北最大のレゲエ野外フェス
ティバル「東北レゲエ祭 2015 in 岩手
高原スノーパーク」（東北レゲエ祭実
行委員会主催）が開催されます。
　夏の野外フェス、レゲエの楽しさを
雫石町民にもっと知っていただくた
め、通常 6,000 円のチケットを町民限

　医療機関を受診する場合、保険証の
他に「限度額適用・標準負担額減額認
定証」を提示することによって、窓口
での支払いを自己負担限度額まで抑え
ることができます。交付申請できる認
定証は年齢や所得区分によって異なり
ますので、町役場町民課窓口で確認の
うえ、手続きしてください。
　また、既に交付を受けている人も有
効期限が 7月 31 日となっていますの
で、引き続き必要な人は交付申請をし
てください。交付申請には、国民健康
保険証と印鑑が必要となります。
【問い合わせ先】町役場町民課国保担
当（☎ 692-6478）

　防衛省では、平成 ２8 年度に採用す
る自衛官および学生の募集を次のとお
り受け付けます。
【受付期間（試験期日）】①航空学生▷
８ 月 １ 日〜９ 月 8 日（９ 月 23 日）　②
一般曹候補生▷ 8月 １日〜9月 8日（9
月 １8 日・19 日）※試験期日はいずれ
か 1日を指定されます。③自衛官候補
生（男子）▷年間随時（受付時に通
知）④自衛官候補生（女子）▷ 8月 1
日〜9 月 8 日（9 月 ２5 日〜29 日）※
女子試験期日はいずれか 1日を指定さ
れます。⑤防衛大学校学生（推薦）▷
9月 5日〜9月 9日（9月 26 日・27 日）　
⑥防衛大学校学生（総合選抜）▷ ９月
５ 日〜9 月 9 日（9 月 ２6 日）　⑦防衛

防衛省で来年度採用の
自衛官・学生を募集します

692-3155
692-3907
692-2229
692-1285

695-2321
692-3155
692-3907

◆ 7月
	 12 日
	 19 日
	 20 日
　　26 日
◆ 8月
	 2 日
	 9 日
	 16 日

雫 石 診 療 所
上 原 小 児 科 医 院
御 所 診 療 所
篠村泌尿器科クリニック

鴬 宿 温 泉 病 院
雫 石 診 療 所
上 原 小 児 科 医 院

※この日程は医師の都合により変更になる
ことがあります。

　平日休日問わず夜間は、盛岡市夜間急患
診療所（内科・小児科、盛岡市神明町 3-29

（盛岡市保健所 2 階）、☎ 654-1080、年中無
休 19 時〜23 時）をご利用ください。

東北レゲエ祭のチケット
町民限定 3,000 円で販売

国民健康保険「限度額適用認
定証」の交付申請について

所得税および復興特別所得税
の予定納税をお忘れなく！
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●
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報
し
ず
く
い
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●
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成
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（
2015

年
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月
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第
781
号
　
発
行
／
雫
石
町
　
編
集
／
企
画
財
政
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岩
手
県
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手
郡
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石
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019−

692−
6570　
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ー
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雫石の情報発信番組　しずくちゃん情報　放送予定日のお知らせ
7月 17 日、8月 7日（毎月第 1・3金曜日）／IBCラジオ（ＡＭ 684kHz）／8時 45 分〜50 分（5分間）

あとがき
●個人的な話ですが、「いつか抜こう」と
歯医者さんに十数年言われ続けていた親知
らずをついに抜きました。周りに脅かされ
ていたほど痛みも無くホッと一安心。「い
つか」はやはり「今」やるべきですね。と
言いつつ、あと一本残っていますが… （幸）
● ₆ 月以降、町内でも大雨洪水警報が頻繁
に発令されるようになりました。気圧が不
安定となり雨雲が発達しやすい季節です。
警報が出されても雨が降らないこともあり
ますが、自然が相手ですので、万一の備え
を怠らないようにしましょう。 （美）

～ 友好都市静岡県富士市の“いいもの”ご紹介⑯～
　富士市では、ことし ７ 月 10 日（金）
の富士山のお山開きに合わせ、「富士山
登山ルート 3７７6」を設定します。この
ルートは、海に面し富士山頂付近までを
市域とする富士市ならではの特徴を生か
した、海抜 0 メートルから富士山頂まで
の 3︐７７6 メートルを目指す登山ルートで
す。スタート地点は、富士山信仰の基点

「富士塚」と、田子の浦港西岸の「ふじ
のくに田子の浦みなと公園」の 2 カ所。
その後、市街地を通過し、市内の宿泊施
設「よもぎ湯」、隣接の富士宮市にある

「表富士グリーンキャンプ場」、富士山六
合目の山室を経て、富士宮口登山道から
富士山頂を目指します。このルートを踏

雫石町公式ツイッターはこちらから
▷ https://twitter.com/shizukukouhou
防災行政無線が聞き取れなかったときは…
電話応答サービス▷☎ 0800-800-63７1（通
話無料・固定電話のみ）をご利用ください。

破するには、3 泊 4 日の行程となります。
体力と精神力を必要とする大変歩き応え
のあるルートですが、皆さんもチャレン
ジしてみてはいかがでしょう？

スタート地点となる「富士塚」

雫
石
町
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手

田
中 
美
沙
季
さ
ん（
₂₆
歳
・
七
ツ
森
出
身
）

◉
た
な
か
　
み
さ
き
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
…
県
立
不
来
方
高
等
学
校
芸
術
学
系
音
楽
コ
ー
ス
声
楽
専
攻
、
国
立
音
楽
大
学
音
楽
学
部

演
奏
学
科
声
楽
専
修
卒
業
。
同
時
に
声
楽
コ
ー
ス
修
了
。
第
７
回
高
校
生
の
た
め
の
歌
曲
コ
ン
ク
ー
ル
全
国
大
会
入
賞
、
第
61

回
全
日
本
学
生
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
高
校
生
の
部
入
賞
。
大
学
在
学
中
は
成
績
優
秀
者
選
抜
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
に
出
演
。
県
内
で

は
、
平
成
24
年
に
県
立
美
術
館
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
コ
ン
サ
ー
ト
シ
リ
ー
ズ
で
ミ
ニ
リ
サ
イ
タ
ル
、
26
年
８
月
に
は
盛
岡
市
で
リ
サ

イ
タ
ル
を
開
催
。
オ
ペ
ラ
で
は
「
ラ
・
ボ
エ
ー
ム
」
ミ
ミ
、
同
じ
く
「
蝶
々
夫
人
」
な
ど
で
出
演
。
東
京
と
岩
手
を
拠
点
と
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
コ
ン
サ
ー
ト
に
出
演
。
岩
手
・
宮
城
両
県
に
お
い
て
の
東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
コ
ン
サ
ー
ト
の
企
画
・
演
奏
も

行
っ
て
い
る
。
文
化
庁
芸
術
家
派
遣
事
業
「
文
化
芸
術
に
よ
る
子
供
の
育
成
事
業
」
に
も
参
加
。
東
京
都
在
住
。

「
岩
手
山
の
よ
う
な

　
　
　
　

雄
大
で
優
し
い
音
楽
を
奏
で　

　
　
　
　
　

世
界
に　

羽
ば
た
い
て
い
き
た
い
」

▲芸術鑑賞教室で歌声を響かせる田中さん
◀�昨年 10 月に母校七ツ森小学校で行われた文化庁芸術
家派遣事業「うたごえコンサート」で児童たちと一緒
に歌う田中さん。
田中さんからお知らせ▷「9月 26 日（土）14 時から
盛岡市玉山区の石川啄木記念館でソロコンサートが開
催されます。ぜひおこしください♪」

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
と
し
て
各
地
の

ホ
ー
ル
な
ど
で
、
歌
声
を
響

か
せ
る
田
中
美
沙
季
さ
ん
。

　

歌
手
を
目
指
し
た
の
は
中
学
３
年
の
夏
。

ピ
ア
ノ
の
恩
師
・
福
田
公
子
さ
ん
の
勧

め
、
体
が
楽
器
に
な
る
こ
と
へ
の
感
動
、

両
親
ら
家
族
へ
の
恩
、
そ
れ
ら
が
重
な
っ

て
歌
手
へ
の
道
し
る
べ
と
な
り
、
歌
に
の

め
り
込
ん
で
い
き
ま
し
た
。

　
「
音
楽
は
人
の
心
を
癒
す
」
と
信
じ
、

平
成
25
年
夏
、
岩
手
・
宮
城
両
県
の
東
日

本
大
震
災
被
災
地
で
の
演
奏
活
動
を
行
い

ま
し
た
。歌
を
聴
い
た
現
地
の
人
か
ら「
生

き
て
て
良
か
っ
た
」と
言
わ
れ
た
こ
と
は
、

一
生
の
宝
物
と
な
り
ま
し
た
。

　

好
き
な
歌
は
、
唱
歌
︽
故ふ

る
さ
と郷
︾。「
故
郷

を
離
れ
、
東
京
で
暮
ら
す
自
分
に
と
っ
て

は
大
切
な
一
曲
。
故
郷
の
尊
さ
、
あ
り
が

た
さ
を
演
奏
で
共
有
で
き
る
心
の
歌
。
コ

ン
サ
ー
ト
で
は
皆
さ
ん
と
一
緒
に
歌
い
ま

す
」。
そ
う
話
す
田
中
さ
ん
の
故
郷
雫
石

へ
の
思
い
は
、〝
感
謝
〟
と
〝
誇
り
〟。「
岩

手
山
の
よ
う
な
雄
大
で
優
し
い
音
楽
を
奏

で
、
音
楽
を
通
し
て
地
元
の
芸
術
文
化
の

発
展
に
貢
献
し
な
が
ら
、
世
界
に
羽
ば
た

い
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

　

６
月
４
日
に
行
わ
れ
た
町
小
中
学
校
芸

術
鑑
賞
教
室
で
は
児
童
ら
に
「
強
く
た
く

ま
し
く
笑
顔
で
生
き
て
ほ
し
い
」
と
願
い

を
込
め
て
歌
を
届
け
ま
し
た
。「
ふ
と
し

た
瞬
間
に
〝
歌
〟
を
思
い
出
し
、
何
か
の

き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
え
れ
ば
」
と
、
愛

す
る
故
郷
の
後
輩
た
ち
へ
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
ま
す
。　
（
関
連
記
事
14
ペ
ー
ジ
）


